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(57)【要約】
【課題】天然石購入予定者の心理状態に適しているとさ
れる天然石を容易に選択可能な天然石選択カードセット
を提供する。
【解決手段】表て面側の表て色が相違する複数種類の色
彩カード１を備え、色彩カード１の裏面12側に、表て色
と同色乃至近似色を有する天然石を撮影した写真21と、
その天然石の名称22と、その天然石が持つとされる意味
23と、を表示したものである。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表て面（11）側の表て色が相違する複数種類の色彩カード（１）を備え、
　上記色彩カード（１）の裏面（12）側に、上記表て色と同色乃至近似色を有する天然石
を撮影した写真（21）と、該天然石の名称（22）と、該天然石が持つとされる意味（23）
と、を表示したことを特徴とする天然石選択カードセット。
【請求項２】
　天然石販売店に設置される天然石選択カードセットであって、
　表て面（11）側の表て色が相違する複数種類の色彩カード（１）を備え、
　上記色彩カード（１）の裏面（12）側に、上記表て色と同色乃至近似色を有する天然石
を撮影した写真（21）と、該天然石の名称（22）と、該天然石が持つとされる意味（23）
と、を表示したことを特徴とする天然石選択カードセット。
【請求項３】
　上記色彩カード（１）の裏面（12）側に、上記表て色が持つとされるポジティブな心理
傾向（32）及びネガティブな心理傾向（33）を付記した請求項１又は２記載の天然石選択
カードセット。
【請求項４】
　上記色彩カード（１）の裏面（12）側に、上記表て色と同じ色の表て色判別線（51）を
表示した請求項１，２又は３記載の天然石選択カードセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天然石選択カードセットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　天然石は、その独特な色や輝きによる外観的な美しさに加えて、癒しや意識改革といっ
た心理状態を改善する作用を持つ可能性があるとして、携帯電話のストラップ（例えば、
特許文献１参照）といったアクセサリーやお守りとして販売されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】登録実用新案第３１６５２１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、天然石の販売者及び購入予定者は、外観的に気に入る天然石や珍しい天然石は
容易に選択できるものの、天然石購入予定者の心理状態に適しているとされる天然石を、
多種類の天然石の中から選択することは非常に困難であるといった問題があった。
　特に、販売者が天然石購入予定者の心理状態を踏まえて、多数の天然石から選択するこ
とは非常に困難であり、天然石購入予定者と販売者との考えや思いが相違し時間や手間が
かかって、販売（売上）に結びつかないという問題もあった。
【０００５】
　そこで、本発明は、天然石購入予定者の心理状態に適しているとされる天然石を容易に
選択可能なカードセットの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の天然石選択カードセットは、表て面側の表て色が
相違する複数種類の色彩カードを備え、上記色彩カードの裏面側に、上記表て色と同色乃
至近似色を有する天然石を撮影した写真と、該天然石の名称と、該天然石が持つとされる
意味と、を表示したものである。
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　また、天然石販売店に設置される天然石選択カードセットであって、表て面側の表て色
が相違する複数種類の色彩カードを備え、上記色彩カードの裏面側に、上記表て色と同色
乃至近似色を有する天然石を撮影した写真と、該天然石の名称と、該天然石が持つとされ
る意味と、を表示したものである。
　また、上記色彩カードの裏面側に、上記表て色が持つとされるポジティブな心理傾向及
びネガティブな心理傾向を付記したものである。
　また、上記色彩カードの裏面側に、上記表て色と同じ色の表て色判別線を表示したもの
である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、天然石の種類や意味等の知識が無くとも、天然石購入予定者の心理状
態に適していると思われる天然石を容易かつ迅速に選択できる。カラーセラピーを応用し
て心理状態に適した天然石を選択できる。例えば、販売員が天然石購入予定者へ話しかけ
るきっかけづくりや、コミュニケーションづくりに役立つと共に、天然石購入予定者の心
理状態に適していると思われる天然石を容易に選択でき、販売を促進できる。天然石に興
味が無かった人へ、天然石を購入する動機（理由）を与えることができ、天然石購入予定
者数を増加し、販売を促進できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】色彩カードの一例を示す正面図である。
【図２】色彩カードの一例を示す背面図である。
【図３】説明カードの一例を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図示の実施形態に基づき本発明を詳説する。
　本発明の天然石選択カードセットは、図１に示すように、表て面（表面）11側の全面に
、１種類の色が表示された色彩カード１を備えている。表て面11側の表て色が相違するよ
うに複数種類の色彩カード１を備えている。色彩カード１は、６種類以上が好ましく、よ
り好ましくは、表て色が、「レッド（赤）」「オレンジ（橙）」「イエロー（黄）」「グ
リーン（緑）」「ブルー（青）」「ロイヤルブルー（藍）」「バイオレット（紫）」「マ
ゼンタ（赤紫）」「ピンク（桃）」「ホワイト（白）」「ブラック（黒）」の１１種類と
する。なお、図１において、表て面11側を無数の点々で色を表現しているが、実際は全面
に塗りつぶされているように表示（印刷）されている。
【００１０】
　図２に示すように、色彩カード１の裏面12側には、表て色の名称30と、カラーセラピー
において表て色が持つとされる（言われている）身体的・心理的な特性や効果31、カラー
セラピーにおいて表て色が持つとされるカード選択者の（この色を選択した人の）ポジテ
ィブな心理傾向32及びネガティブな心理傾向33と、を付記（表示）している。
　また、ネガティブな心理傾向33を改善する可能性がある色を表て面11側に有する色彩カ
ード１であるネガティブ参照カード名称34を表示している。
　なお、表て色の名称30、身体的・心理的な特性・効果31、ポジティブな心理傾向32、ネ
ガティブな心理傾向33、ネガティブ参照カード名称34、を「色に関する解説」と呼ぶ場合
がある。
【００１１】
　ここで、「ネガティブな心理傾向33を改善する可能性がある色」とは、表て色が「レッ
ド」の場合は「グリーン」である。表て色が「オレンジ」の場合は「ブルー」である。表
て色が「イエロー」の場合は「バイオレット」である。表て色が「グリーン」の場合は「
レッド」「ピンク」「マゼンタ」である。表て色が「ブルー」の場合は「オレンジ」であ
る。表て色が「ロイヤルブルー」の場合は「オレンジ」である。表て色が「バイオレット
」の場合は「イエロー」である。表て色が「マゼンタ」の場合は「グリーン」である。表
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て色が「ピンク」の場合は「グリーン」である。表て色が「ホワイト」の場合は「レッド
」「グリーン」「ロイヤルブルー」である。表て色が「ブラック」の場合は「ブルー」「
マゼンタ」「イエロー」である。
【００１２】
　さらに、裏面12側には、表て色と同色乃至近似色を有する（表て色に対応する）天然石
を撮影した写真21と、天然石の名称22と、天然石が持つとされる意味23と、を表示してい
る。なお、天然石の写真21と、天然石の名称22と、天然石が持つとされる意味（天然石の
意味）23と、を「天然石紹介」と呼ぶ場合がある。
　また、裏面12側には、複数種類の「天然石紹介」を表示するのが望ましい。表て色に対
応する複数の天然石の写真21（21ａ，21ｂ，21ｃ）を表示し、各写真21ａ，21ｂ，21ｃに
対応する、夫々の天然石の名称22ａ，22ｂ，22ｃと、夫々の天然石が持つとされる意味23
ａ，23ｂ，23ｃと、を表示する。この「天然石紹介」は、天然石販売購入者や販売者が天
然石を選択するための基準（材料）とするためのものである。
【００１３】
　ここで、「天然石（素材）」とは、貴石や半貴石、鉱物や化石等であって、例えば、ガ
ーネット、ルビー、ジャスパー、カーネリアン、サンストーン、シトリン、琥珀、カルサ
イト、ルチル、ペリドット、翡翠、アベンチュリン、マラカイト、アクアマリン、ターコ
イズ、シーブルーカルセドニー、ラリマー、ラピスラズリ、サファイア、インカローズ、
ローズクオーツ、ピンクオパール、アゲート、マザーオブパール、クラック水晶、オニキ
ス、天眼、アメジスト、フローライト、水晶、オパール、ムーンストーン、ダイヤモンド
、モルバダイト、カイヤナイト、アクアマリン、アマゾナイト、エメラルド等である。
【００１４】
　また、「天然石が持つとされる意味23」とは、その天然石に言い伝えられている作用や
特性・効果（謂われや由来）であり、図２に於て「由来」として表示しているような内容
（コメント）である。
　また、表て色と同色乃至近似色を有する天然石（素材）とは、具体的には、「レッド」
では、ガーネット、ルビー、ジャスパー等である。「オレンジ」では、カーネリアン、サ
ンストーン等である。「イエロー」では、シトリン、琥珀、カルサイト、ルチル等である
。「グリーン」では、ペリドット、翡翠、アベンチュリン、マラカイト等である。「ブル
ー」では、アクアマリン、ターコイズ、シーブルーカルセドニー、ラリマー等である。「
ロイヤルブルー」では、ラピスラズリ、サファイア等である。「バイオレット」では、ア
メジスト、チャロアイト等である。「マゼンタ」では、インカローズ、ロードナイト等で
ある「ピンク」では、ローズクオーツ、ピンクオパール等である。「ホワイト」では、ア
ゲート、マザーオブパール、クラック水晶等である。「ブラック」では、オニキス、天眼
等である。
【００１５】
　また、色彩カード１の裏面12側には、「色に関する解説」と、複数の「天然石紹介」と
を、夫々、区分けして表示するための枠線50が表示されている。そして、この枠線50の内
、１辺乃至全辺（１線乃至全線）を表て色と同じ色とした表て色判別線51としている。裏
面12を見ている状態から、表て面11又は、表て色の名称30を確認せずとも、表て色判別線
51によって、どの種類の色の色彩カード１かという判別を容易にさせている。
【００１６】
　また、図３に示すように、表て面81に、天然石選択（セレクト）カードセットの使用方
法説明文85が表示された説明カード８を備えている。この使用方法説明文85には、主とし
てカラーセラピーの手順を表示（表記）している。また、選択した色彩カード１をどのよ
うに配置すべきかの配設位置と、選択したカードの選択順位の意味と、を示す選択カード
配置表88を表示している。使用方法説明文85は図３に［使用方法］として示されている内
容である。
【００１７】
　次に、本発明の天然石選択カードセットの作用（使用方法）について説明する。
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　天然石の販売店（店先）のテーブル等に、上述した天然石選択カードセットを設置する
。どの天然石を購入しようか迷っている天然石購入希望者や店先の通行人や立ち寄った人
、又は、天然石の販売を促進させたい販売員が、説明カード８に表示されている使用方法
説明文85に基づいて実施する。なお、天然石購入希望者及び店先の通行人や立ち寄った人
を天然石購入の可能性がある天然石購入予定者と呼ぶ場合がある。
【００１８】
　先ず、表て面11を天然石購入予定者（カード選択者）に見えるように並べる。カード選
択者は、並べている色彩カード群の中から、気になる色又は心惹かれる色の色彩カード１
を１枚選択する。説明カード８に表示されている使用方法説明文85及び選択カード配置表
88に基づいて、選択した色彩カード１（以下、選択カードと呼ぶ場合もある）を、テーブ
ル上に配置（載置）する。
【００１９】
　その後、残った色彩カード群の中から同様に色彩カード１を選択すると共に、選択カー
ド配置表88に基づいて所定位置に配置する作業を５回繰り返す。つまり、合計で６枚の色
彩カード１が選択される。カードが６種類の場合は、最後に残った色彩カード１が最後に
選択した色彩カード１と同じ意味となる。
【００２０】
　カラーセラピーにおいて、選択された６枚の色彩カード１の選択順位には意味があり、
１枚目と２枚目は、カード選択者の性格や過去から現在を示し、３枚目と４枚目は、カー
ド選択者の現在の課題を示し、５枚目と６枚目は、カード選択者の感じている願望や目標
や方向性を示し、さらに、１、３、５枚目は、カード選択者の顕在的な意識を示し、２、
４、６枚目は、カード選択者の潜在的な意識を示すと、言われている。カード配置表88は
、この選択順位の意味を示す表でもある。
【００２１】
　カード選択者は、選択カード配置表88から「選択順位の意味」を確認すると共に、「色
に関する解説」を確認する。
【００２２】
　カード選択者が、ポジティブな心理傾向32で共感した場合は、その共感が得られた心理
傾向が付記されている色彩カード１に着目する。ネガティブな心理傾向33で共感した場合
は、ネガティブ参照カード名称34に記載されている色彩カード１に着目する。なお、ネガ
ティブな心理傾向33に共感した場合であっても、問題や課題、性格を自覚するために、そ
のネガティブな心理傾向33が付記されている色彩カード１に着目するも良い。
【００２３】
　そして、上述の理由により着目した色彩カード１に表示されている「天然石紹介」を確
認する。カード選択者に、自身の心理状態に適していると考える天然石を選択させる。或
いは、販売員が天然石購入予定者の心理状態に適していると思われる天然石を選択し購入
を促す。
　多数の種類があると共に、多数の意味（由来や謂われ）のある天然石を、カラーセラピ
ーを応用して、天然石購入予定者の心理状態にあった数種類（４又は５種類以内程度）に
天然石に絞り込むことができ、さらに、「天然石の紹介」により、天然石の知識が無くと
も容易に選択可能としている。
【００２４】
　上述した天然石選択カードセットの使用方法を言い換えると、
　予め、複数種類の色彩カード１と、説明カード８と、を備えた天然石カードセットを天
然石販売店に設置するカードセット設置工程と、
　表て面11側の表て色が相違する複数種類の色彩カード１を、天然石購入予定者に表て色
が視認可能に配置する色彩カード群配置工程と、
　色彩カード群（複数種類の色彩カード１）から、天然石購入予定者に、気になる色又は
心惹かれる色の色彩カード１を１枚選択させ、説明カード８の選択カード配置表88に基づ
いて該選択した色彩カード１を所定位置に配設させる第１カード選択・配設工程と、
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　残った色彩カード群から天然石購入予定者に気になる色又は心惹かれる色の色彩カード
１を選択させると共に上記所定位置に配設させる作業（手順）を５回繰り返す　第２～６
カード選択・配設工程と、
　色彩カード１の裏面12側に表示されている色の解説と、説明カード８に表示されている
カードの選択順位の意味と、を天然石購入予定者に確認させて、共感できる色彩カード１
を選択させる着目カード選択工程と、
　上記着目（共感）した色彩カード１の裏面12側に表示されている天然石紹介を確認させ
て、カード選択者の心理状態に適していると思われる天然石を選択させ決定させる天然石
選択・決定工程と、を具備する天然石販売促進方法（システム）である。
【００２５】
　なお、本発明は、設計変更可能であって、色彩カード１の表て色は、カラーセラピーが
可能な色であればよい。また、色彩カード１及び説明カード８は、約５９ｍｍ×約９０ｍ
ｍの略名刺サイズ、約１００ｍｍ×約１４８ｍｍの略ハガキサイズ等大きさは、自由であ
る。材質は、紙や木、金属やプラスチック等自由であるが、防水性や難燃性を有するもの
が望ましい。
【００２６】
　以上のように、本発明の天然石選択カードセットは、表て面11側の表て色が相違する複
数種類の色彩カード１を備え、色彩カード１の裏面12側に、表て色と同色乃至近似色を有
する天然石を撮影した写真21と、天然石の名称22と、天然石が持つとされる意味23と、を
表示したので、天然石の種類や意味等の知識が無くとも、天然石購入予定者の心理状態に
適していると思われる天然石を容易かつ迅速に選択できる。カラーセラピーを応用して心
理状態に適した天然石を選択できる。例えば、販売員が天然石購入予定者へ話しかけるき
っかけづくりや、コミュニケーションづくりに役立つと共に、天然石を容易に選択でき、
販売を促進できる。天然石に興味が無かった人へ、天然石を購入する動機（理由）を与え
ることができ、天然石購入予定者数を増加し、販売を促進できる。
【００２７】
　また、天然石販売店に設置される天然石選択カードセットであって、表て面11側の表て
色が相違する複数種類の色彩カード１を備え、色彩カード１の裏面12側に、表て色と同色
乃至近似色を有する天然石を撮影した写真21と、天然石の名称22と、天然石が持つとされ
る意味23と、を表示したので、天然石の種類や意味等の知識が無くとも、天然石購入予定
者の心理状態に適していると思われる天然石を容易かつ迅速に選択できる。カラーセラピ
ーを応用して心理状態に適した天然石を選択できる。販売員が天然石購入予定者へ話しか
けるきっかけづくりや、コミュニケーションづくりに役立つと共に、天然石を容易に選択
でき、販売を促進できる。天然石に興味が無かった人へ、天然石を購入する動機（理由）
を与えることができ、天然石購入予定者数を増加し、販売を促進できる。販売員が、天然
石が持つとされる意味、天然石の種類等を調べたり覚えたりする必要がなく、容易に販売
活動を行うことができる。天然石購入予定者（お客様）や、店の前の通行人に、気軽に使
用できる状態に設置することで、天然石購入予定者に自発的に天然石を選択してもらうこ
とが可能となり、カラーセラピーという観点から納得して天然石を選択・決定し購入して
もらうことができる。天然石を買う動機付けや興味を向上させることができ、販売の促進
に貢献できる。
【００２８】
　また、色彩カード１の裏面12側に、表て色が持つとされるポジティブな心理傾向32及び
ネガティブな心理傾向33を付記したので、カラーセラピーの知識の無い人でも、容易にカ
ード選択者の心理傾向を知ることができる。また、単に、表て色が持つとされる熟語や単
語を付記したものでなく、ポジティブな面とネガティブな面に分けて心理傾向を表示する
ことで、カード選択者（その色を選んだ人）がどのような心理状態にあるのかをより的確
に分析、或いは、自覚でき、より心理状態に適していると思われる天然石を選択させるこ
とができる。
【００２９】
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　また、色彩カード１の裏面12側に、表て色と同じ色の表て色判別線51を表示したので、
表面11を確認する必要がなく、容易にどの色の色彩カード１であるか確認できる。周囲に
いる複数の人に、その裏面12側がどの種類の色彩カード１であるかを直感的に理解させる
ことができる。
【符号の説明】
【００３０】
　１　色彩カード
　11　表て面
　12　裏面
　21　天然石を撮影した写真
　22　天然石の名称
　23　天然石が持つとされる意味
　32　ポジティブな心理傾向
　33　ネガティブな心理傾向
　51　表て色判別線

【図１】 【図２】
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